
　　　　

2025 年 3 月 15 日

11 時 00 分から 18 時 30 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等
・野外活動・レクリエーション・季節の制作の実施。
・季節ごとのイベント
春：お花見　夏：芋苗植え・夏祭り　秋：ハロウィン・お芋掘り　冬：クリスマス・餅つき会・初詣

（別添資料１）

家族支援
・家族に定期的に報告・連絡・相談を行い連携をはかる。
・子供との関り等、家族間での様々な不安や困りごとに寄り添い、相談や
　助言を行う。

移行支援
・相談支援事業所と連携し安心してサービスを移行できるよう支援する。
・具体的な移行先との調整や相談援助を行う。

地域支援・地域連携
・相談支援事業所や障害福祉サービス事業所と必要に応じて連携をとる。
・学校や併用利用先との情報共有。

職員の質の向上
・施設内での研修・会議の実施。
・外部への研修や勉強会への参加。

支　援　内　容

・心身の健康状態の把握：受け入時の視診をはじめ支援中の健康観察を実施する。
・身辺自立についての支援：食事・衣類の着脱・排泄等の生活に必要な基本的技能の獲得、向上を目指す。

・姿勢や運動動作の向上：リズムトレーニングやサーキットトレーニングを行うことによって、体幹を鍛えて身体能力の向上や運動機能の発達を促し、日常生活に必要な動作を身に　つける。
・感覚の特性への対応：感覚の特性をふまえ、感覚の偏りに対する環境調整等の支援を行う。

本
人
支
援

・認知や行動の手掛かりとなる概念の形成：タブレットを活用して、ライフスキル（生活機能発達支援プログラム）・空間・時間・数の概念等の認知発達を促す環境設定と適切な行動の形成、
認知の偏りへの配慮をする。

・コミュニケーションの基礎的能力の獲得・向上：言葉の表出や理解の幅を広げ、他者との適切なコミュニケーション方法を学ぶ支援を行う。（専門職による小集団言語活動）
・読み書き能力の向上：宿題や個別への支援を通して、読み書き能力の向上のための支援を行う。

・人間関係の形成：集団活動・SST等の他者との関りを通して、他社の気持ちや場に応じた適切な行動ができるよう支援を行う。
・社会性の向上：他社とのやり取りや、社会的な場面でのルール・マナーを学び社会性を高める。

支援方針
個別、集団での支援を実施し、生活能力の向上に必要な支援を行う。
法人内の機能訓練担当職員と連携をし、支援方法の擦り合わせやプログラムの作成を行い、より質の高いサービスを提供していく。

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念
法人　　　福祉を通じて誰もが輝ける地域社会を創造する。
事業所　　子供・保護者・支援者の笑顔を大切にし、子供たちの個性を尊重することにより子供たちの未来を創る。

事業所名 放課後等デイサービス　コレクト太宰府教室 作成日支援プログラム(放課後等デイサービス・児童発達支援)


